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明
石
支
部

ニ
ュ
ー
ス

投稿歓迎！

☆協会ホームページ・明石支部→ http://www.hhk.jp/sibu/akasi/akasi.htm　もぜひごらんください。

毎年恒例！�

支部バスツアー�
５月２９日（日）開催決定！

二条城をゆっくり見学

和菓子作り体験

ご家族、スタッフの皆さんも

今からご予定ください

“これからの病院” 考えさせられた
県立加古川医療センター見学会

「広島・原爆ドーム」　　撮影　丹家医院　丹家　聖仁　

　

明
石
支
部
は
２
月
17
日
、
県
立

加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を

開
催
。
医
師
や
医
療
機
関
ス
タ
ッ

フ
ら
20
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
の
見
学

会
は
、
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

説
明
会
前
に
も
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
状
況
、
い
す
の
並
び
、
自
動

支
払
機
、
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
の
受
付
な
ど
、

待
ち
時
間
対
策
や
外

来
の
混
雑
を
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

方
策
が
と
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

千
原
院
長
の
話
の

中
で
、
病
院
の
設
立

の
経
緯
や
役
割
、
特

徴
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
中
で
、「
こ
れ

か
ら
の
病
院
」
と
い

う
も
の
を
感
じ
ら
れ

た
部
分
が
あ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
病
院

は
治
療
が
主
体
で
す

が
、加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
療
養
環
境
に
関
し
て

も
、
千
原
院
長
か
ら
説
明

の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
看
護
職
か
ら

こ
の
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
医
師
か
ら
聞
く
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

病
室
の
環
境
、
自
然
環
境
へ
の

配
慮
、
災
害
御
へ
の
備
え
な
ど
、

本
当
に
こ
れ
か
ら
の
病
院
の
環
境

の
大
切
な
部
分
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
の
最
大

の
特
徴
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
あ

り
、三
次
救
急
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
院
か
ら
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
転
送
す
る
患
者
の
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
救
急
セ
ン
タ
ー
に
空

床
が
な
い
と
い
う
問
題
が
た
び
た

び
発
生
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
も
う
少
し
、
現
状
で
の
救
急

部
の
問
題
や
状
況
を
聞
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　

病
院
内
の
見
学
の
時
間
が
短
く

な
り
、
病
室
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
が

十
分
に
見
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

体
制
の
整
っ
た
す
ば
ら
し
い
病
院

見
学
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
兵
庫

県
民
の
一
人
と
し
て
も
大
変
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
病
院
・
矢
野
尾
ひ
と
み
】

院内を見学する参加者



県民間病院協会と懇談
消費税「損税」病院経営を圧迫
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協
会
は
12
月
10
日
、
県
医
師

会
館
で
兵
庫
県
民
間
病
院
協
会

と
、
医
療
機
関
の
消
費
税
「
損

税
」
問
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
談

し
た
。
協
会
か
ら
吉
岡
正
雄
副

理
事
長
・
税
務
経
営
部
長
と
と

も
に
、
明
石
支
部
の
吉
岡
巌
支

部
長
が
出
席
。
兵
庫
県
民
間
病

院
協
会
は
実
際
に
原
告
と
な
っ

て
い
る
医
療
法
人
の
理
事
長
で

も
あ
る
吉
田
耕
造
会
長
（
吉
田

病
院
理
事
長
）、
吉
田
静
雄
副

会
長（
尼
崎
中
央
病
院
理
事
長
）

が
応
対
し
た
。

　

現
行
の
消
費
税
制
度
は
診
療

報
酬
が
非
課
税
の
た
め
、
医
療

機
関
の
仕
入
れ
に
か
か
る
消
費

税
支
出
を
他

に
転
嫁
で
き

な
い「
損
税
」

が
発
生
し
て

い
る
。

　

兵
庫
県
民

間
病
院
協
会

の
四
つ
の
会

員
医
療
法
人

は
昨
年
９
月

28
日
に
、
医

療
機
関
の
消

費
税
損
税
は

不
当
だ
と
し

て
、
国
を
相

手
取
り
、
原

告
一
法
人
あ
た
り
１
千
万
円
の

損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
起

こ
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
吉
田
耕
造
会
長

が
訴
訟
に
至
っ
た
経
緯
や
争
点

に
つ
い
て
「
消
費
税
負
担
が
病

院
経
営
を
圧
迫
し
、
国
民
医
療

の
後
退
を
招
い
て
い
る
。
現
行

制
度
は
憲
法
の
定
め
る
平
等
原

則
や
租
税
法
律
主
義
に
違
反
し

て
い
る
」「
訴
訟
を
通
じ
て
多

く
の
国
民
に
損
税
問
題
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な
目

的
」
と
説
明
。
実
際
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

や
新
聞
各
社
が
報
道
し
、
い
く

つ
か
の
医
療
団
体
か
ら
も
支
援

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
と
紹
介

し
た
。

　

吉
田
静
雄
副
会
長
は
兵
庫
県

民
間
病
院
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
も
と
に
、
消
費
税
損

税
が
一
病
院
３
千
万
円
か
ら

７
千
万
円
に
及
ん
で
お
り
、
平

均
で
利
益
の
34
・
２
％
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
。「
多

く
の
病
院
で
大
き
な
設
備
投
資

を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
」
と
、
国
民
医
療
へ
の
影
響

に
懸
念
を
示
し
た
。
ま
た
「
消

費
税
と
い
う
言
葉
は
誤
解
を
招

く
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の

よ
う
に
多
段
階
税
制
を
表
す
付

加
価
値
税
と
名
前
を
変
更
す
れ

ば
も
っ
と
理
解
が
深
ま
る
と
考

え
る
」
と
も
指
摘
。

　

訴
訟
に
つ
い
て
、
強
力
な
弁

護
団
を
組
織
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
、「
各
地
で
同
様

の
提
訴
を
起
こ
し
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

保
険
医
協
会
の
吉
岡
巌
副
理

事
長
は
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
義
務
化
撤
回
を
勝
ち
取
っ
た

保
団
連
の
訴
訟
の
意
義
な
ど
を

紹
介
し
、
激
励
し
た
。

　

吉
岡
正
雄
副
理
事
長
・
税
経

部
長
は
「
私
た
ち
は
反
対
し
て

い
る
が
、
今
は
消
費
税
増
税
の

流
れ
が
大
き
い
。
こ
の
ま
ま
増

税
さ
れ
れ
ば
医
療
機
関
は
存
続

で
き
な
く
な
る
。
で
き
る
限
り

協
力
し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

（
手
前
左
か
ら
反
時
計
回
り
に
）
吉
田
耕
三
県
民
間
病
院
協
会
会
長
吉
田
静
雄
同
副
会
長
、

吉
岡
正
雄
協
会
副
理
事
長
、
吉
岡
巌
同
副
理
事
長
、


